
高槻警察署管内で発生した自転車関連の交通事故の特徴

（令和元年から令和５年の５年間の統計を分析）

交通事故の類型

出合頭が全体の５２．１％
発生場所

交差点等が全体の７０．３％

◆横断歩道・歩道は歩行者優先！

発生時間帯

８時から１０時が最も多く
次に多いのが１６時から１８時

（年齢）

（負傷者数）

年齢別

←65歳以上

全体の２０％

←３０代４０代

多いです
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南芥川町、明田町、桃園町、城北町１丁目、城北町２丁目上田辺町、紺屋町、高槻町北園町、大学町

・ 交通機関（ＪＲ高槻駅・阪急高槻市駅）や商業施設が多くあるため、通勤・通学・買い物客等の自転車利用者が多い。
・ 自転車利用者の交通ルールやマナーの改善を求める市民からの要望が多い。
・ 自転車関連の交通事故が多発傾向にある。

（C）ＺＥＮＲＩＮ Co.ＬＴＤ（Ｚ21 ＪＨ第413号、 Ｚ21 ＪＨ第414号）

【重点地区】

←高校生

多いです

◆交差点は必ず安全確認！

◆ヘルメットを着用！

自転車で事故に遭わないために・・・

桃園小学校

高槻市役所
高槻警察署

★柳原交差点
自転車事故多発!!

★市役所前交差点
多くの車・自転車・歩行者が行き交う交差点。

急いでいて無理な運転をする
自転車利用者が多い。

【重点地区選定の理由】

高槻警察署は、自転車利用者による信号無視などの違反に対し、指導警告を行うとともに、
悪質・危険な交通違反に対しては検挙措置を講ずるなど、厳正に対処しています。


